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～地域福祉政策課ホームページ掲載情報～

センターの名称 東洋町あったかふれあいセンター

東洋町大字生見756-8（東洋町地域福祉センター内）

　　　

月曜日から金曜日　午前10時～午後3時まで

対象者 東洋町在住の方（事前登録制）

実施内容
（週や日のスケジュール等を記
載）

（月）（火）（木）（金）→集い
（水）→訪問日
（第１木）（第３月）→子育て応援教室
第２・４（火）→フレンズ
【１日のスケジュール】
10：00　集い（バイタルチェック・ラジオ体操）
午前　入浴、生活支援（通院・買い物・金融機関・理美容）、物療、足浴、ゲーム
12：00　昼食
13：00　フリータイム（脳トレ・カラオケ・ドライブ等）、ズンドコ体操、おやつ
15：00　送迎

マッサージ・ゲーム・カラオケ等で交流や気分転換の場として提供。子育て世代、不登校児及
び引きこもりの方の居場所。世代を超えた共生型の集いを提供。

預かる 夏休み等長期休暇期間の小学生の居場所づくり。学校代休日も可（事前登録制）。

働く

送る
利用者宅周辺ステーション（必要に応じて自宅）からセンターまでの送迎、またセンター利用
者に対して買い物や金融機関、医療機関、理美容店等への送迎を行う。

交わる 他地域の高齢者同士の交流の他に高齢者と乳幼児・保育園児・小中学生との交流を実施

学ぶ
子育て世代の利用者・多種多様の講話。高齢者のニーズに応じた勉強会（認知症予防、食に関
することについて等）オンライン含む。

訪問
訪問日を決めて実施。長期休暇の利用者、その他気に掛かる世帯への声掛け見守りを行う。子
育て世代の家庭訪問は専門職と同行。必要に応じて軽微な生活支援（郵便物を確認、バイタル
チェック等）を行う。

相談
訪問による相談活動のほか、センター内に誰もが気軽に相談できるよう相談コーナーを確保し
随時対応する。「あったかコール」IP電話による声掛け見守りを行う。小児科医による子育て
相談会あり。

つなぎ
センターでの相談、訪問相談で状況が把握できた利用者に対して生活支援サービスの仕組みづ
くりに向け関係機関との調整やコーディネートを行う。

生活支援
センターを利用された方に対して買い物・金融機関・医療機関・理美容等への送迎を行う。必
要に応じて軽微な生活支援（郵便物等を確認、バイタルチェック等）を行う。年に数回、町外
へ買い物。

移動手段の確保

配食
対象者→高齢者・障害者・妊産婦から乳幼児世帯等。配食の際に声掛けを行い体調不良など異
常時には関係機関へ連絡を行う（週２回）。

泊まり

介護予防 オリジナル体操を実施（新聞体操・ズンドコ体操）・脳トレ・レクレーション

認知症カフェ

子ども食堂

利用料金・利用条件等 昼食（おやつ代込）実費500円・児童昼食（おやつ代込）300円・入浴料200円（希望者のみ）

PＲ

「安全・安心・自分らしく元気に暮らせるまちづくり」をスローガンに「寄り合う」「見守る」「支え
合う」の３本柱に加え、お互いさまの心を持って「心づくり」に徹し、誰もが気軽に交流できる居場所
づくりを提供しております。あったかふれあいセンターを通じて新たな地域支え合いの仕組みづくりに
努めております。また、地域子育て支援拠点事業（地域子育て支援センターとして位置づけ）と共働で
子育て世代への支援強化も行っております。出生時から継続的に高知型、ネウボラ活動を展開しており
ます。

東洋町社会福祉協議会

東洋町大字生見756-8

toyosyakyo@lime.ocn.ne.jp

写真

東洋町住民課

jumin@town.toyo.kochi.jp

東洋町あったかふれあいセンター

実施場所

実施日時

連絡先

上記について、
市町村問い合わせ先
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